
(57)【要約】

【課題】湾曲部が先寄りの部分から屈曲を始めて狭い管

腔臓器内でも容易に誘導することができ、しかも湾曲操

作が著しく重くならず操作ワイヤの耐久性も優れた内視

鏡の湾曲装置を提供すること。

【解決手段】挿入部可撓管１内の全長にわたって操作ワ

イヤ６Ｕを挿通ガイドする粗巻きガイドコイル１０Ａを

設けて、その粗巻きガイドコイル１０Ａの先端を湾曲部

２の中間位置に固定すると共に、挿入部可撓管１内の全

長にわたって粗巻きガイドコイル１０Ａを挿通ガイドす

る密巻きガイドコイル１０Ｂを設けて、その密巻きガイ

ドコイル１０Ｂの先端を湾曲部２の後端付近に固定した

。

【選択図】　　　図１

JP 2005-279124 A 2005.10.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 に 屈 曲 自 在 な 湾 曲 部 が 連 結 さ れ て 、 上 記 湾 曲 部 の 先 端 に 連 結 さ れ た 操
作 ワ イ ヤ を 上 記 挿 入 部 可 撓 管 の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 側 か ら 牽 引 す る こ と に よ り 上 記 湾
曲 部 が 屈 曲 す る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 に お い て 、
　 上 記 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た っ て 上 記 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 ガ イ ド す る 粗 巻 き ガ イ ド コ
イ ル を 設 け て 、 そ の 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル の 先 端 を 上 記 湾 曲 部 の 中 間 位 置 に 固 定 す る と 共 に
、 上 記 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た っ て 上 記 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル を 挿 通 ガ イ ド す る 密 巻 き
ガ イ ド コ イ ル を 設 け て 、 そ の 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル の 先 端 を 上 記 湾 曲 部 の 後 端 付 近 に 固 定 し
た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 湾 曲 部 が 上 下 左 右 全 方 向 に 屈 曲 自 在 で 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ が 上 記 湾 曲 部 を 上 下 左 右 の ４
方 向 に 選 択 的 に 屈 曲 さ せ る こ と が で き る よ う に ４ 本 配 置 さ れ て い て 、 そ の う ち の 一 本 の 操
作 ワ イ ヤ だ け が 上 記 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル に 挿 通 ガ イ ド さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の
湾 曲 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 は 一 般 に 、 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 に 屈 曲 自 在 な 湾 曲 部 が 連 結 さ れ て 、 湾
曲 部 の 先 端 に 連 結 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 挿 入 部 可 撓 管 の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 側 か ら 牽 引
す る こ と に よ り 、 湾 曲 部 が 屈 曲 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 そ の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 は 、 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引 し た と き に 必 ず 基
端 の 根 元 部 分 か ら 曲 が り 始 め 、 例 え ば 最 大 湾 曲 角 度 が １ ８ ０ ° の 湾 曲 部 を そ の 中 間 で あ る
９ ０ ° ま で 屈 曲 さ せ た と き は 、 図 ４ に 破 線 で 示 さ れ る よ う に 、 湾 曲 部 ２ は 先 側 半 部 が 真 っ
直 ぐ な 棒 状 に な っ た 状 態 で 大 き く 振 れ て し ま っ て 、 い わ ゆ る 小 回 り が き か な い 。 そ の た め
、 狭 い 管 腔 臓 器 内 で 思 っ た 通 り に 誘 導 す る の が 非 常 に 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 従 来 は 、 湾 曲 部 の 長 手 方 向 に お け る 基 端 寄 り の 範 囲 に お い て 、 隣 り 合 う 位 置 に 配
置 さ れ て い る 各 ワ イ ヤ ガ イ ド 間 に コ イ ル ス プ リ ン グ を 挟 み 込 ん で そ の コ イ ル ス プ リ ン グ の
両 端 面 を 各 々 ワ イ ヤ ガ イ ド に 当 接 さ せ 、 そ れ ら コ イ ル ス プ リ ン グ 内 に 操 作 ワ イ ヤ を 通 し て
い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ が 牽 引 さ れ た 時 に コ イ ル ス プ リ ン グ の 圧 縮
力 が 屈 曲 に 対 す る 抵 抗 に な る の で 、 そ の 部 分 の 曲 が り 始 め が 遅 れ て 湾 曲 部 が 先 側 部 分 か ら
屈 曲 を 始 め る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ５ － １ ４ ３ ８ ０ １
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ２ － ５ ５ ９ ０ ６
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う に 、 隣 り 合 う 位 置 に 配 置 さ れ て い る 二 つ の ワ イ ヤ ガ イ ド の 間 に コ イ
ル ス プ リ ン グ を 挟 置 す る と 、 コ イ ル ス プ リ ン グ の 全 長 に 対 し て そ の 部 分 が 屈 曲 さ れ る 際 の
コ イ ル ス プ リ ン グ の 圧 縮 量 （ 即 ち 、 圧 縮 率 ） が 非 常 に 大 き い た め 、 湾 曲 操 作 に よ る 屈 曲 の
変 化 に 伴 っ て 圧 縮 抵 抗 が 急 激 に 増 大 し て 湾 曲 操 作 が 著 し く 非 常 に 重 く な り 、 そ の 結 果 、 湾
曲 操 作 性 の 悪 化 が 生 じ る と 共 に 操 作 ワ イ ヤ の 早 期 破 損 を 招 く 原 因 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-279124 A 2005.10.13



　 そ こ で 本 発 明 は 、 湾 曲 部 が 先 寄 り の 部 分 か ら 屈 曲 を 始 め て 狭 い 管 腔 臓 器 内 で も 容 易 に 誘
導 す る こ と が で き 、 し か も 湾 曲 操 作 が 著 し く 重 く な ら ず 操 作 ワ イ ヤ の 耐 久 性 も 優 れ た 内 視
鏡 の 湾 曲 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 は 、 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 に 屈 曲
自 在 な 湾 曲 部 が 連 結 さ れ て 、 湾 曲 部 の 先 端 に 連 結 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 挿 入 部 可 撓 管 の 基 端
に 連 結 さ れ た 操 作 部 側 か ら 牽 引 す る こ と に よ り 湾 曲 部 が 屈 曲 す る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡
の 湾 曲 装 置 に お い て 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た っ て 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 ガ イ ド す る 粗 巻
き ガ イ ド コ イ ル を 設 け て 、 そ の 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル の 先 端 を 湾 曲 部 の 中 間 位 置 に 固 定 す る
と 共 に 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た っ て 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル を 挿 通 ガ イ ド す る 密 巻 き ガ
イ ド コ イ ル を 設 け て 、 そ の 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル の 先 端 を 湾 曲 部 の 後 端 付 近 に 固 定 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 湾 曲 部 が 上 下 左 右 全 方 向 に 屈 曲 自 在 で 、 操 作 ワ イ ヤ が 湾 曲 部 を 上 下 左 右 の ４ 方 向
に 選 択 的 に 屈 曲 さ せ る こ と が で き る よ う に ４ 本 配 置 さ れ て い て 、 そ の う ち の 一 本 の 操 作 ワ
イ ヤ だ け が 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル に 挿 通 ガ イ ド さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た っ て 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 ガ イ ド す る 粗 巻 き
ガ イ ド コ イ ル の 先 端 を 湾 曲 部 の 中 間 位 置 に 固 定 し て 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た っ て 粗
巻 き ガ イ ド コ イ ル を 挿 通 ガ イ ド す る 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル の 先 端 を 湾 曲 部 の 後 端 付 近 に 固 定
し た こ と に よ り 、 湾 曲 部 が 先 寄 り の 部 分 か ら 屈 曲 を 始 め る の で 狭 い 管 腔 臓 器 内 で も 容 易 に
誘 導 す る こ と が で き 、 し か も 湾 曲 操 作 が 著 し く 重 く な ら ず 操 作 ワ イ ヤ の 耐 久 性 も 優 れ て い
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 に 屈 曲 自 在 な 湾 曲 部 が 連 結 さ れ て 、 湾 曲 部 の 先 端 に 連 結 さ れ た 操 作
ワ イ ヤ を 挿 入 部 可 撓 管 の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 側 か ら 牽 引 す る こ と に よ り 湾 曲 部 が 屈 曲
す る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 に お い て 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た っ て 操 作
ワ イ ヤ を 挿 通 ガ イ ド す る 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル を 設 け て 、 そ の 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル の 先 端 を
湾 曲 部 の 中 間 位 置 に 固 定 す る と 共 に 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 全 長 に わ た っ て 粗 巻 き ガ イ ド コ イ
ル を 挿 通 ガ イ ド す る 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル を 設 け て 、 そ の 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル の 先 端 を 湾 曲
部 の 後 端 付 近 に 固 定 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 挿 入 部 可 撓 管 １ の 先 端 に は 上 下 左 右 全 方 向 に 屈
曲 自 在 な 湾 曲 部 ２ が 連 結 さ れ て 、 観 察 窓 や 照 明 窓 等 が 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 ３ が 湾 曲 部 ２
の 最 先 端 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 １ の 基 端 に は 各 種 操 作 部 材 が 配 置 さ れ た 操 作 部 ４ が 連 結 さ れ て い て 、 操 作
部 ４ に 配 置 さ れ て い る 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ （ 上 下 方 向 用 ５ Ｕ Ｄ 、 左 右 方 向 用 ５ Ｒ Ｌ ） を 回 転 操
作 す る こ と に よ り 、 ４ 本 の 操 作 ワ イ ヤ ６ Ｕ ， ６ Ｄ ， ６ Ｒ ， ６ Ｌ を 選 択 的 に 牽 引 し て 、 湾 曲
部 ２ を 所 望 の 方 向 に 所 望 の 角 度 だ け 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 湾 曲 部 ２ を 示 し て お り 、 短 筒 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の （ 数 個 ～ 数 十 個 の ） 節 輪 ２ １
を 相 対 的 に 回 動 自 在 に リ ベ ッ ト ２ ２ で 連 結 し て 、 湾 曲 部 ２ の 骨 組 み で あ る 蛇 の 玩 具 状 の 湾
曲 管 が 構 成 さ れ 、 そ の 最 外 面 に 弾 力 性 の あ る ゴ ム チ ュ ー ブ 製 の 外 皮 ２ ３ が 被 覆 さ れ て い る
。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 実 施 例 に お い て は 、 各 節 輪 ２ １ が ９ ０ ° ず つ 交 互 に 向 き を 変 え て リ ベ ッ ト ２ ２ で 連
結 さ れ て お り 、 隣 り 合 う 節 輪 ２ １ ど う し が リ ベ ッ ト ２ ２ を 中 心 に 相 対 的 に 回 動 す る こ と で
湾 曲 部 ２ が 屈 曲 し 、 上 下 方 向 へ の 屈 曲 部 と 左 右 方 向 へ の 屈 曲 部 が 交 互 に 組 み 合 わ さ れ て い
る の で 、 湾 曲 部 ２ は 全 体 と し て ３ ６ ０ ° ど の 方 向 に も 曲 が る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 リ ベ ッ ト ２ ２ の 配 置 位 置 と 対 応 し て ４ 本 の 操 作 ワ イ ヤ ６ Ｕ ， ６ Ｄ ， ６ Ｒ ， ６ Ｌ が
湾 曲 部 ２ の 軸 線 と 平 行 方 向 に 湾 曲 管 の 内 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て 、 そ れ ら の 先 端 は 湾 曲 部 ２
の 最 先 端 付 近 に 連 結 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 方 向 用 を 除 く 下 方 向 用 と 左 右 方 向 用 の ３ 本 の 操 作 ワ イ ヤ ６ Ｄ ， ６ Ｒ ， ６ Ｌ は 、 湾 曲 部
２ の 全 範 囲 の 各 節 輪 ２ １ に 内 方 に 向 け て 突 設 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド ２ ５ 内 に 進 退 自 在 に 挿 通
さ れ て お り 、 挿 入 部 可 撓 管 １ 内 に お い て は 、 各 操 作 ワ イ ヤ ６ Ｄ ， ６ Ｒ ， ６ Ｌ が 全 長 に わ た
っ て ガ イ ド コ イ ル １ ０ 内 に 緩 く 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の よ う な 各 ガ イ ド コ イ ル １ ０ の 先 端 は 湾 曲 部 ２ と 挿 入 部 可 撓 管 １ と の 境 界 位 置 付 近 に
固 定 さ れ 、 基 端 は 操 作 部 ４ に 固 定 さ れ て お り 、 ３ 本 の 操 作 ワ イ ヤ ６ Ｄ ， ６ Ｒ ， ６ Ｌ の い ず
れ か を 選 択 的 に 操 作 部 ４ 側 か ら 牽 引 操 作 す る こ と に よ り 、 湾 曲 部 ２ が 下 方 向 又 は 左 右 方 向
に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 た だ し 、 そ の 屈 曲 の 態 様 は 、 図 ２ に 下 方 向 の 屈 曲 形 状 が 二 点 鎖 線 で 例 示 さ れ て い る よ う
に 、 ま ず 根 元 側 か ら 曲 が り 始 め て 、 屈 曲 角 度 が 大 き く な る に し た が っ て 先 端 寄 り の 部 分 が
曲 が っ て い く 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ に 戻 っ て 、 上 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ６ Ｕ を ガ イ ド す る ワ イ ヤ ガ イ ド ２ ５ は 、 湾 曲 部 ２ の
前 側 半 部 に だ け 設 け ら れ て い て 、 そ の 中 の 、 湾 曲 部 ２ の 中 間 位 置 に 配 置 さ れ て い る 最 後 端
の ワ イ ヤ ガ イ ド ２ ５ ａ に 上 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ６ Ｕ を 挿 通 ガ イ ド す る 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル １
０ Ａ の 先 端 が 固 定 さ れ て い る 。 た だ し 、 そ の 固 定 方 法 は 必 ず し も 固 着 す る こ と を 意 味 す る
も の で は な く 、 例 え ば 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル １ ０ Ａ を ワ イ ヤ ガ イ ド ２ ５ ａ に 対 し て 押 し 付 け
る 態 様 で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル １ ０ Ａ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 線 を 一 定 の 径 で 粗 巻 き に し て 形 成 さ
れ て 、 湾 曲 部 ２ の 後 半 部 分 か ら 挿 入 部 可 撓 管 １ 内 の 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い て 、
そ の 後 端 は 操 作 部 ４ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 湾 曲 部 ２ の 後 半 部 分 に は 、 そ の よ う な 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル １ ０ Ａ を ガ イ ド す る た め の コ
イ ル ガ イ ド ２ ６ が 各 節 輪 ２ １ か ら 内 方 に 向 か っ て 突 設 さ れ て い て 、 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル １
０ Ａ が 各 コ イ ル ガ イ ド ２ ６ 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 ガ イ ド さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル １ ０ Ａ を 挿 通 ガ イ ド す る 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル １ ０ Ｂ が 挿 入 部
可 撓 管 １ 内 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い て 、 そ の 先 端 は 湾 曲 部 ２ と 挿 入 部 可 撓 管 １
と の 境 界 位 置 付 近 に 固 定 さ れ 、 基 端 は 操 作 部 ４ に 固 定 さ れ て い る 。 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル １
０ Ｂ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 線 を 一 定 の 径 で 密 着 巻 き し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の よ う な 構 成 に よ り 、 上 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ６ Ｕ が 操 作 部 ４ 側 か ら 牽 引 操 作 さ れ る と 、
図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ま ず 、 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル １ ０ Ａ が 牽 引 力 に 対 す る 突 っ
張 り と し て 作 用 す る こ と に よ り 、 湾 曲 部 ２ の 先 側 半 部 が 上 方 向 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 湾 曲 部 ２ の 先 側 半 部 が 限 界 ま で 屈 曲 し た 状 態 に な っ た 後 も 、 さ ら に 上 方 向 用 操
作 ワ イ ヤ ６ Ｕ が 操 作 部 ４ 側 か ら 牽 引 操 作 さ れ る と 、 今 度 は 、 そ の 牽 引 力 が 粗 巻 き ガ イ ド コ
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イ ル １ ０ Ａ を 全 長 に わ た っ て 圧 縮 さ せ る 力 と し て 作 用 し て 、 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル １ ０ Ｂ が
そ れ に 対 す る 突 っ 張 り と し て 作 用 し 、 湾 曲 部 ２ の 後 半 部 分 が 上 方 向 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に お い て 湾 曲 部 ２ の 後 半 部 分 を 屈 曲 さ せ る 際 に は 、 湾 曲 部 ２ 内 の 後
半 部 分 か ら 挿 入 部 可 撓 管 １ 内 の 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い る 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル １
０ Ａ を 全 体 的 に 圧 縮 さ せ る 動 作 に な る の で 、 著 し く 大 き な 力 を 必 要 と せ ず 上 方 向 用 操 作 ワ
イ ヤ ６ Ｕ に 対 す る 負 担 が 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 に お い て 、 湾 曲 部 ２ が 先 側 半 部 か ら 曲 が る の を 上 方 向 の み と し た の は
、 太 い 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル １ ０ Ｂ を 挿 入 部 可 撓 管 １ 内 に ４ 本 配 置 す る と ス ペ ー ス 上 の 問 題
が 生 じ る た め で あ る が 、 必 要 性 に 応 じ て 、 下 方 向 又 は 左 右 方 向 も 上 方 向 と 同 様 の 構 成 を 採
っ て も 差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 が 屈 曲 し た 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 が 屈 曲 し た 状 態 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 挿 入 部 可 撓 管
　 ２ 　 湾 曲 部
　 ６ Ｕ 　 上 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ
　 ６ Ｄ ， ６ Ｒ ， ６ Ｌ 　 下 方 向 用 及 び 左 右 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ
　 １ ０ 　 ガ イ ド コ イ ル
　 １ ０ Ａ 　 粗 巻 き ガ イ ド コ イ ル
　 １ ０ Ｂ 　 密 巻 き ガ イ ド コ イ ル
　 ２ １ 　 節 輪
　 ２ ２ 　 リ ベ ッ ト
　 ２ ５ 　 ワ イ ヤ ガ イ ド
　 ２ ６ 　 コ イ ル ガ イ ド

10

20

30

(5) JP 2005-279124 A 2005.10.13



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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